
Zuifu 8号                 雲南市議会報告 瑞 風                   平成 30年 9月 30日 

 

   

平
成
三
十
年
九
月
定
例
会
が
九
月
三
日
か
ら

二
十
六
日
ま
で
行
わ
れ
、
初
日
の
速
水
市
長
の
所

信
表
明
で
市
立
病
院
の
松
井
譲
病
院
事
業
管
理

者
が
来
年
三
月
末
で
ご
退
任
、
後
任
に
は
大
谷
順

院
長
の
ご
就
任
な
ど
が
明
ら
か
に
さ
れ
ま
し
た
。 

本
会
議
で
は
条
例
、
補
正
予
算
（
総
額
八
億
八

千
五
百
五
十
万
円
）、
二
十
九
年
度
決
算
認
定
九

件
等
に
つ
い
て
質
疑
、
表
決
を
行
い
ま
し
た
。
国

民
宿
舎
清
嵐
荘
条
例
、
二
十
九
年
度
水
道
事
業
会

計
利
益
の
処
分
及
び
決
算
認
定
、
そ
の
他
二
件
に

つ
い
て
は
一
名
の
反
対
が
あ
り
ま
し
た
が
賛
成

多
数
、
そ
の
他
は
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。 

              

 

ま
た
、
小
職
が
取
り
組
ん
で
い
る
木
次
線
の
存

続
に
つ
い
て
鉄
道
事
業
法
の
改
正
を
内
容
と
す

る
「
意
見
書
」、
そ
の
他
、
地
方
財
政
の
強
化
・

充
実
求
め
る
「
意
見
書
」
等
も
可
決
し
ま
し
た
。 

  

九
月
定
例
会
の
一
般
質
問
で
取
り
上
げ
ら
れ

た
テ
ー
マ
で
多
か
っ
た
の
が
、
➀
防
災
関
連
、
②

食
の
発
信
事
業
、
③
島
根
原
発
三
号
機
新
規
制
基

準
に
係
る
適
合
性
申
請
、
に
つ
い
て
で
し
た
。 

➀
防
災
関
連
に
つ
い
て
は
、
今
年
は
豪
雪
に
始

ま
り
地
震
や
豪
雨
、
台
風
な
ど
自
然
災
害
が
多
く

発
生
し
た
こ
と
で
防
災
に
多
く
の
質
問
が
集
中

し
た
と
思
わ
れ
ま
す
。 

②
食
の
発
信
事
業
は
、
六
次
産
業
化
の
拠
点
施

設
と
し
て
加
茂
と
木
次
境
に
あ
る
「
道
の
駅
き
す

き
」
に
隣
接
し
た
場
所
に
約
七
億
円
を
か
け
て
建

設
す
る
事
業
で
す
。
こ
れ
ま
で
の
説
明
で
は
同
事

業
は
六
次
産
業
化
の
拠
点
施
設
と
の
こ
と
で
し

た
が
、
事
業
採
択
さ
れ
た
の
は
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
雲
南

地
区
本
部
に
よ
る
「
県
下
最
大
級
の
産
直
市
」
で

し
た
。
事
業
目
的
に
変
更
が
あ
っ
た
の
か
、
と
の

視
点
か
ら
質
問
が
集
ま
り
ま
し
た
。 

③
原
発
の
適
合
性
申
請
に
つ
い
て
は
、
立
地
自

治
体
で
あ
る
松
江
市
ほ
か
隣
接
自
治
体
が
全
て

容
認
姿
勢
を
表
明
し
た
こ
と
に
関
連
し
た
質
問

で
し
た
。 

    

議
会
の
重
要
な
仕
事
の
一
つ
と
し
て
「
決
算
認

定
」
と
い
う
手
続
き
が
あ
り
ま
す
。
予
算
に
は
目

が
向
き
や
す
く
、
認
定
は
地
味
な
印
象
で
す
が
、

①
予
算
が
適
正
に
執
行
さ
れ
た
か
、
②
行
政
効
果

や
経
済
効
果
を
測
定
し
行
政
効
果
を
評
価
、
す
る

と
い
う
重
要
な
意
味
が
あ
り
ま
す
。 

二
十
九
年
度
決
算
が
確
定
後
、
監
査
委
員
の
監

査
を
受
け
、
そ
の
監
査
結
果
が
市
長
あ
て
「
意
見

書
」
と
し
て
報
告
さ
れ
ま
す
。
九
月
定
例
会
で
は

二
十
九
年
度
決
算
書
に
こ
の
「
意
見
書
」
が
付
さ

れ
議
案
と
し
て
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
議
案
を

審
議
す
る
の
が
「
決
算
認
定
」
で
す
。「
意
見
書
」

に
よ
れ
ば
財
政
指
標
の
実
質
公
債
費
比
率
、
将
来

負
担
比
率
は
、
早
期
健
全
化
基
準
を
下
回
っ
て
い

る
も
の
の
、
今
後
、
増
加
が
予
想
さ
れ
低
減
に
努

め
る
必
要
が
あ
る
と
の
指
摘
が
あ
り
ま
し
た
。 

な
お
、
九
月
定
例
会
に
提
出
さ
れ
た
二
十
九
年

度
決
算
は
実
質
収
支
が
黒
字
と
な
っ
て
お
り
、
大

き
な
問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
健
全
な
市
政

運
営
が
さ
れ
る
よ
う
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
果
た
す

の
も
議
会
の
重
要
な
仕
事
で
す
。 

    

雲
南
市
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
に
基

づ
き
雲
南
市
の
「
商
業
の
中
心
・
ま
ち
の
顔
を
作

る
」
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
平
成
二
十
八
年
か
ら

平
成
三
十
四
年
三
月
ま
で
の
予
定
で
取
り
組
ん

で
い
る
事
業
で
す
。 

計
画
区
域
は
、
雲
南
市
役
所
、
下
熊
谷
バ
ス
セ

ン
タ
ー
、
Ｊ
Ｒ
木
次
駅
を
結
ぶ
約
百
三
十
ヘ
ク
タ

ー
ル
で
す
が
、
主
要
な
エ
リ
ア
は
「
み
し
ま
や
」 

                  

隣
か
ら
高
速
道

路
高
架
下
付
近

で
、
こ
の
周
辺

に
飲
食
店
や
ビ

ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
、

広
場
、
駐
車
場

を
建
設
す
る
も

の
で
す
。
飲
食

店
は
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｕ

Ｒ
Ａ
マ
ル
シ
ェ

（
仮
称
）
と
い

う
商
業
施
設
に

六
か
店
の
入
店

を
予
定
し
、
来

年
三
月
に
完
成

予
定
で
す
。 

ま
た
、
こ
の
エ
リ
ア
に
は
事
業
の
目
玉
の
一
つ

で
あ
る
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
（
六
階
建
て
、
１
０
５

室
）
が
㈱
共
立
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
よ
り
建
設
さ
れ

平
成
三
十
二
年
度
中
に
オ
ー
プ
ン
予
定
で
す
。 

 

     

住
民
票
等
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
と
は
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
を
使
用
し
て
コ
ン
ビ
ニ
に
設
置
さ

れ
て
い
る
マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機
で
住
民
票
の
写
し

等
が
取
得
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
利
用
で
き
る

コ
ン
ビ
ニ
は
、
ロ
ー
ソ
ン
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
、

セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
な
ど
全
国
約
５
万
３
千
店
舗

と
な
っ
て
い
ま
す
。 

コ
ン
ビ
ニ
交
付
で
受
け
取
る
こ
と
の
で
き
る

書
類
は
、
住
民
票
の
写
し
、
印
鑑
登
録
証
明
書
、

戸
籍
証
明
書
、
所
得
証
明
書
、
課
税
証
明
書
で
す
。

ま
た
、
利
用
可
能
時
間
は
午
前
６
時
３０
分
か
ら

午
後
１１
時
ま
で
で
す
。
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
た

め
に
は
、
事
前
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
取
得

し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
い
手
続
き
は
、

広
報
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
市
民
生
活
課
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
本
件
は
、
小
職
が
昨
年
十

二
月
定
例
会
の
一
般
質
問
で
取
り
上
げ
ま
し
た
。 

九
月
定
例
会 

二
十
九
年
度
決
算
認
定 

一
般
質
問
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
テ
ー
マ 

中
心
市
街
地
活
性
化
事
業 

住
民
票
等
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付 

来
年
十
一
月
か
ら
サ
ー
ビ
ス
開
始
予
定 

 

 
 

※「家でも学校でもない第三の居場所事業」とは、 
諸事情により放課後児童クラブやスポーツ少年団等 
の活動に参加していない児童を対象に学習支援や生 
活支援を行う事業です。初年度から 3年目まで B& 
G財団が全額助成します。 
同財団によれば平成 32年度までに全国で 100カ所 
程度設置する計画との事です。ラメール 2階の和室 
を改修して来年 4月オープン予定です。 

９月補正予算（新規・拡充分） 単位：千円　　

事業名 補正額
下段補正後

説　明

園芸振興補助金
1,995
1,995

学校給食野菜や産直出荷野菜の
生産を目的としたハウスへの補助

農業水路等長寿命化
防災減災事業

12,000
57,400

老朽化した農業水利施設の機能回
復、事故防止など

観光施設整備事業
52,401
56,351

龍頭が滝周辺の駐車場及びトイレ
の整備

家でも学校でもない
第三の居場所事業

29,990
29,990

ラメール和室を改修し児童への学
習支援などを行う活動拠点の整備
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問 今
年
の
二
月
の
大
雪
を
踏
ま
え
、
加
茂
町
に
も

除
雪
機
械
の
配
備
が
是
非
と
も
必
要
だ
。 

答
（
建
設
部
長
） 

四
ト
ン
ロ
ー
ダ
ー
一
台
を
加
茂
町
に
転
配
、
小

型
除
雪
機
も
一
台
新
規
購
入
し
対
応
す
る
。 

     

問 コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
の
意
義
、
今
後
の
進

め
方
に
つ
い
て
伺
う
。 

答
（
教
育
長
） 

日
本
語
で
言
え
ば
学
校
運
営
協
議
会
制
度
で
、

学
校
運
営
に
地
域
の
声
を
生
か
し
、
学
校
と
地
域

住
民
が
力
を
合
わ
せ
て
取
り
組
む
も
の
だ
。
中
学

校
単
位
で
導
入
を
進
め
て
い
る
。 

問 義
務
教
育
学
校
に
つ
い
て
伺
う
。 

答
（
教
育
長
） 

義
務
教
育
九
年
間
の
系
統
性
を
確
保
し
た
教

育
課
程
を
弾
力
的
に
運
営
で
き
る
学
校
で
、
小
中

一
貫
と
言
え
ば
通
り
が
い
い
。 

問 義
務
教
育
学
校
に
移
行
し
た
と
こ
ろ
は
十
年

余
り
の
歳
月
を
か
け
て
教
員
の
相
互
交
流
な
ど

準
備
を
十
分
に
行
っ
て
き
て
い
る
。
課
題
も
多
か

っ
た
と
思
わ
れ
る
が
ど
う
認
識
し
て
い
る
か
。 

答
（
教
育
長
） 

基
本
的
に
小
学
校
教
員
は
中
学
校
で
は
授
業

が
で
き
な
い
、
中
学
校
教
員
は
小
学
校
で
授
業
が

で
き
な
い
。
小
学
校
、
中
学
校
の
各
教
育
課
程
の

理
解
や
系
統
的
な
指
導
な
ど
、
教
員
の
意
識
や
相

互
理
解
が
課
題
だ
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。 

問 本
市
内
の
小
中
学
校
は
教
員
の
相
互
交
流
の

実
績
が
な
い
う
え
、
様
々
な
課
題
が
山
積
し
て
い

る
。
義
務
教
育
学
校
へ
の
取
組
は
慎
重
に
行
わ
れ

る
べ
き
と
考
え
る
。
見
解
を
伺
う
。 

答
（
教
育
長
） 

年
齢
構
成
上
、
今
後
、
団
塊
の
世
代
が
退
職
を

迎
え
る
。
教
育
技
術
を
身
に
つ
け
た
ベ
テ
ラ
ン
が
、

若
い
教
員
に
ス
キ
ル
を
伝
え
て
い
く
こ
と
が
大

事
だ
。
教
育
研
究
会
等
で
取
組
み
を
進
め
て
い
く
。 

問 校
舎
の
老
朽
化
が
進
ん
で
お
り
順
次
建
替
え

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
、
義
務
教
育
学
校

と
セ
ッ
ト
で
考
え
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
る
。 

答
（
教
育
長
） 

義
務
教
育
学
校
に
つ
い
て
の
方
針
も
考
慮
し

た
う
え
で
、
小
中
学
校
の
改
築
計
画
、
修
繕
を
考

え
て
い
く
。 

問 建
て
替
え
が
差
し
迫
っ
て
い
る
学
校
が
あ
る
。

建
て
替
え
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
つ
い
て
伺
う
。 

答
（
教
育
長
） 

平
成
二
十
九
年
度
に
学
校
施
設
の
老
朽
度
の

調
査
を
行
っ
た
。
今
後
、
そ
れ
を
基
に
改
築
あ
る

い
は
長
寿
命
化
の
計
画
を
策
定
し
て
い
く
。
平
成

三
十
年
度
中
に
は
改
築
又
は
改
修
に
つ
い
て
教

育
委
員
会
内
で
検
討
を
進
め
、
平
成
三
十
一
年
度

に
は
財
政
計
画
と
調
整
し
計
画
を
策
定
す
る
。 

問 教
育
制
度
や
教
育
設
備
の
問
題
で
は
な
く
教

育
の
質
を
如
何
に
高
め
て
い
く
か
が
本
質
だ
。 

答
（
教
育
長
） 

第
三
次
雲
南
市
教
育
基
本
計
画
に
お
い
て
教

育
目
標
と
し
て
「
ふ
る
さ
と
を
愛
し
、
心
豊
か
で

た
く
ま
し
く
、
未
来
を
切
り
拓
く
、
雲
南
市
の
人

づ
く
り
」
を
掲
げ
、
こ
の
実
現
を
キ
ャ
リ
ア
教
育

に
よ
っ
て
図
る
べ
く
、
学
校
教
育
、
社
会
教
育
を

推
進
し
て
い
る
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
に
よ

り
社
会
総
が
か
り
で
教
育
体
制
の
構
築
、
小
中
一

貫
し
た
教
育
課
程
に
よ
る
学
校
教
育
を
進
め
て

い
く
。
保
幼
小
中
高
ま
で
の
一
貫
し
た
キ
ャ
リ
ア

教
育
、「
夢
発
見
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
改
善
・
充
実

を
図
り
、
小
中
高
教
員
の
協
働
に
よ
る
学
力
分
析

と
系
統
性
を
踏
ま
え
た
学
力
育
成
に
力
を
入
れ

て
い
く
。 

問 学
校
給
食
で
使
用
さ
れ
る
地
元
野
菜
は
４０
％

弱
で
あ
る
。
市
内
産
の
野
菜
の
比
率
を
ど
う
高
め

て
い
く
か
。 

答
（
教
育
部
長
） 

統
合
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
に
な
る
と
野
菜
生

産
者
と
の
距
離
が
遠
く
な
り
、
地
元
野
菜
の
使
用

率
低
下
が
懸
念
さ
れ
る
。
野
菜
生
産
グ
ル
ー
プ
と

給
食
セ
ン
タ
ー
と
の
連
絡
調
整
役
と
し
て
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
配
置
を
予
定
し
て
い
る
。 

問 統
合
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
稼
働
後
、
既
存
セ

ン
タ
ー
の
従
業
員
雇
用
は
ど
う
な
る
か
。 

答
（
教
育
部
長
） 

調
理
業
務
を
受
託
す
る
業
者
を
公
募
し
、
雇
用

な
ど
実
施
体
制
は
そ
の
受
託
業
者
と
協
議
す
る
。 

     

問 ト
ロ
ッ
コ
列
車
の
後
継
機
の
交
渉
状
況
、
進
捗

状
況
を
伺
う
。 

答
（
政
策
企
画
部
長
） 

ト
ロ
ッ
コ
列
車
の
新
造
に
は
、
多
額
な
経
費
が

掛
か
り
現
実
的
に
難
し
い
。
そ
の
た
め
既
存
車
両

の
改
造
を
基
本
に
協
議
を
進
め
て
い
る
。
現
在
の

ト
ロ
ッ
コ
列
車
は
平
成
三
十
二
年
ま
で
運
行
可

能
で
あ
る
と
Ｊ
Ｒ
か
ら
回
答
を
得
て
い
る
。
平
成

三
十
三
年
か
ら
後
継
機
が
運
行
で
き
る
よ
う
関

係
機
関
と
協
議
を
進
め
て
い
く
。 

問 山
陰
線
で
運
行
さ
れ
て
い
る
「
あ
め
つ
ち
」
に

雲
南
市
産
の
食
材
の
利
用
を
働
き
掛
け
て
は
ど

う
か
。
ま
た
、「
あ
め
つ
ち
」
の
木
次
線
へ
の
入

線
を
働
き
か
け
て
は
ど
う
か
。 

答
（
政
策
企
画
部
長
） 

食
事
を
提
供
す
る
駅
弁
製
造
会
社
に
問
い
合

わ
せ
た
と
こ
ろ
、
特
徴
あ
る
食
材
で
安
定
的
に
納

品
が
可
能
で
あ
れ
ば
検
討
も
可
能
と
の
回
答
だ

っ
た
。
ま
た
、
運
転
線
区
に
つ
い
て
は
、
本
年
度

中
は
鳥
取
・
出
雲
市
間
の
運
行
だ
け
で
あ
る
。
他

線
区
へ
の
乗
り
入
れ
は
、
来
年
四
月
以
降
に
検
討

す
る
と
聞
い
て
お
り
、
ま
ず
木
次
線
へ
の
乗
り
入

れ
が
可
能
と
な
る
よ
う
協
議
を
進
め
る
。 

問 三
江
線
の
二
の
舞
と
な
ら
な
い
よ
う
今
後
の

行
動
計
画
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
伺
う
。 

答
（
政
策
企
画
部
長
） 

Ｊ
Ｒ
西
日
本
、
商
工
会
、
観
光
協
会
な
ど
で
構

成
す
る
木
次
線
利
用
活
用
推
進
協
議
会
で
各
種

事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。「
あ
め
つ
ち
」
や
ト

ロ
ッ
コ
列
車
、
既
存
列
車
を
活
用
し
て
モ
デ
ル
ツ

ア
ー
の
開
発
、
お
く
い
ず
も
女
子
列
車
等
の
企
画

列
車
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。 

問 木
次
線
の
存
続
活
性
化
の
た
め
に
法
定
計
画

で
あ
る
「
地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
」
が
必
要

だ
。
策
定
さ
れ
て
い
る
か
。 

答
（
市
長
） 

雲
南
市
は
、
定
め
て
い
な
い
。
平
成
三
十
一
年

度
に
検
討
開
始
し
、
三
十
一
年
度
末
ま
で
に
は
方

向
性
を
出
し
た
い
。 

結
び 

網
形
成
計
画
は
、
ま
ち
づ
く
り
と
連
動
さ
せ
て

公
共
交
通
の
将
来
設
計
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
公

共
施
設
や
市
民
バ
ス
、
だ
ん
だ
ん
タ
ク
シ
ー
な
ど

と
と
も
に
木
次
線
の
あ
り
方
も
考
え
る
も
の
。
交

通
政
策
基
本
法
、
活
性
化
再
生
法
等
の
立
法
趣
旨

を
踏
ま
え
対
応
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

  

今
回
の
私
の
一
般
質
問
は
や
や
専
門
的
に
な

っ
た
感
が
あ
り
、
分
か
り
難
か
っ
た
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
た
だ
、
将
来
の
雲
南
市
像
を
考
え
る
と
避

け
て
通
れ
な
い
問
題
と
思
っ
て
い
ま
す
。
皆
様
の

ご
意
見
を
お
聞
か
せ
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。 

一
方
、
議
会
で
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
検
討
会
議
（
タ
ブ

レ
ッ
ト
を
使
用
し
た
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
）、
議
員

定
数
等
検
討
会
議
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
議
会
も

少
し
ず
つ
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
仏
作
っ
て
魂

入
れ
ず
、
と
な
ら
な
い
よ
う
議
員
も
頑
張
ら
ね
ば

な
り
ま
せ
ん
。 

た
か
っ
さ
ん
の
一
般
質
問 

除
雪
対
策
に
つ
い
て 

学
校
行
政
に
つ
い
て 

木
次
線
対
策
に
つ
い
て 


